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（令和７年度の主な取組み）
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感染症・疾病対策課

資料１



令和７年度の主な取組みについて①
感染症の発生の予防・まん延防止のための施策

感染症対策連携協議会
の開催

〇R7.8 第１回連携協議会（オンライン）
〇R8.3 第２回連携協議会（書面）

感染症対策医療人材
受入事業

〇富山大学から感染症専門医を受け入れ、感染症対策・医療提供体制を連携して強化。
〇感染症専門医は、感染症発生動向速報の確認・助言、新型インフルエンザ等対策実地訓練の企画・運営、
感染症マニュアルの改訂、医療計画及び感染症予防計画に基づく取組みへの助言、厚生センター所長・
支所長会議への出席などの業務を実施。

ARIサーベイランスの開始
〇急性呼吸器感染症患者数の増減傾向を把握。
〇急性呼吸器感染症患者から採取された検体に対し、12種類のウイルスについて検査を実施。
〇上記検体における病原体不検出率を把握。

感染対策支援専門家
派遣事業

〇社会福祉施設、医療機関等を対象に医師や看護師などの感染症対策にかかる専門家を派遣し、
研修会（講義・実技演習・ラウンド・助言等）を実施。

〇派遣者への謝金や旅費、資料印刷代などの費用を県で負担。

市町村新型インフルエンザ
等対策行動計画改定支援

〇政府行動計画（R6.7改正）および県行動計画（R7.3改定）を受け、市町村は行動計画をR8.7までに
変更する。

〇県は改定支援として、説明会開催、進捗・Q&A等の情報共有、意見照会への対応を実施。
〇県内全市町村において、R8.6までに改定完了見込み。

新型インフルエンザ等
対策訓練

〇新型インフルエンザの県内発生を想定した実地訓練をR7.11.6に黒部市民病院にて実施。関係機関から
64名が見学参加。

〇帰国者の発症相談から入院受入れ要請、市中感染拡大期の高齢者施設での陽性判明を踏まえた入院調整
と感染対策指導、PPE着脱訓練を実施。



令和７年度の主な取組みについて②
感染症に係る医療を提供する体制等の確保 感染症の予防に関する人材の養成及び資質の向上

第一種感染症病床
整備支援事業

〇富山大学附属病院における第一種感染症
病床（１床）の整備に要する経費を支援。

〇R8.1.5第一種感染症指定医療機関に指定。

地域医療再生
修学資金貸与事業

（医務課）

〇富山県の公的病院等の医師を目指す医学生
に修学資金を貸与。
前期コース：13名
後期コース：２名

医療措置協定等
の締結

〇医療機関等と医療措置協定の締結。
病床確保、発熱外来 ：目標数に到達済み
訪問診療・訪問看護等：目標数の95%に到達
訪問服薬指導 ：目標数に到達済み
検査、宿泊施設の確保：目標数に到達済み

看護職員育成研修
支援事業
（医務課）

〇専門性の高い看護師を確保するため、認定
看護師教育課程や特定行為研修へ看護師を
派遣する病院に受講料を補助。

〇14病院に補助。
認定看護師教育課程：５名
特定行為研修 ：29名

新興感染症
対応力強化事業

〇協定締結医療機関に対して施設・設備整備
に要する経費を支援。

〇施設整備：８件
病室、個人防護具保管施設の整備

〇設備整備：58件
検査装置、HEPAﾌｨﾙﾀｰ付き空気清浄機等

院内感染地域支援
ネットワーク事業

（医務課）

〇医療機関において感染対策専門委員の養成
や院内感染対策に精通する外部専門家に
よる助言・実施指導を行うほか、院内感染
に係る相談窓口を設置し、発生時に対応に
あたる。

〇医療機関向け院内感染対策の研修等を実施。

個人防護具の備蓄

〇国が示した備蓄水準に基づき、県の備蓄量
（初動１か月分）を備蓄。
〇令和７年度は必要備蓄量の1/4を購入し、
備蓄の段階的な積み上げを実施。

IHEAT人材確保
育成事業

〇富山県看護協会にIHEAT要員の募集や研修
実施、有事の際の派遣調整を委託。

（県・富山市・富山県看護協会の３者契約）
〇IHEAT要員数：72名（R8.1月末時点）
〇IHEAT要員に対する研修：３回
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